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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月14日(2015.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経路案内装置に接続される制御装置であって、
　撮像画像からユーザの手に関する情報を検出する手情報検出部と、
　前記経路案内装置又は前記経路案内装置に接続される複数の機器に制御命令を出力する
機器操作命令部と、を備え、
　前記機器操作命令部は、前記手情報検出部によって検出される前記ユーザの手の向きに
基づいて、前記経路案内装置又は前記機器への制御命令を出力することを特徴とする制御
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の制御装置であって、
　前記手情報検出部は、
　前記ユーザの手の領域を検出する領域認識部と、
　検出された前記手の領域に基づいて、前記ユーザの手形状を認識する形状認識部と、
　検出された前記手の領域に基づいて、前記ユーザの手の向きを認識する向き認識部と、
　前記手の領域と前記手の向きとに基づいて、前記ユーザの手の動きを認識する動き認識
部と、を有し、
　前記機器操作命令部は、さらに前記動き認識部によって認識される前記手の動きにも基
づいて制御命令を出力することを特徴とする制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の制御装置であって、
　前記機器操作命令部は、さらに前記形状認識部によって認識される前記手の形状にも基
づいて制御命令を出力することを特徴とする制御装置。
【請求項４】
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　請求項１に記載の制御装置であって、
　前記手情報検出部は、
　前記ユーザの手の領域を検出する領域認識部と、
　検出された前記手の領域に基づいて、前記ユーザの手形状を認識する形状認識部と、
　検出された前記手の領域に基づいて、前記ユーザの手の向きを認識する向き認識部と、
を有し、
　前記機器操作命令部は、さらに前記形状認識部によって認識される前記手の形状にも基
づいて制御命令を出力することを特徴とする制御装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の制御装置であって、
　前記形状認識部が認識し得る認識結果と、当該認識結果に対応して制御対象として選択
される機器との関係を登録した機器関係情報と、
　前記向き認識部が認識し得る認識結果と、当該認識結果に対応して制御される機能との
関係を登録した機能関係情報と、を保持し、
　前記機器操作命令部は、
　前記機器関係情報を参照し、前記形状認識部の認識結果に対応する機器を、前記制御対
象となる機器として選択し、
　前記機能関係情報を参照し、前記向き認識部の認識結果に対応する機能を特定し、制御
命令を出力することを特徴とする制御装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の制御装置であって、
　前記手情報検出部は、
　前記撮像画像からユーザの顔領域を検出し、
　前記撮像画像内における前記顔領域の位置に基づいて、前記ユーザの手を検出する領域
を設定し、
　前記経路案内装置又は前記機器を制御するための操作時以外の時間にユーザの手が置か
れる領域を、前記手を検出する領域から除外することを特徴とする制御装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の制御装置であって、
　さらに照明装置を備え、
　前記照明装置は、ユーザの手が置かれる領域を照射するように配置されることを特徴と
する制御装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の制御装置及び経路案内装置を備える車両であって、
　さらに撮像装置を備え、
　前記撮像装置は、車載ハンドルの中心より下に位置し、前記車両内の天井が前記ユーザ
の手の背景となるように配置されることを特徴とする車両。
【請求項９】
　経路案内装置に制御装置を介して接続可能な携帯端末であって、
　前記制御装置は、前記経路案内装置又は前記経路案内装置に接続される複数の機器に制
御命令を出力する機器操作命令部を有し、
　前記携帯端末は、
　撮像装置と、
　前記撮像装置による撮像画像からユーザの手に関する情報を検出する手情報検出部を有
し、
　前記手情報検出部は、
　検出された前記手の領域に基づいて、前記ユーザの手形状を認識する形状認識部と、
　検出された前記手の領域に基づいて、前記ユーザの手の向きを認識する向き認識部と、
　前記形状認識部による認識結果及び前記向き認識部による認識結果を、前記機器操作命
令部に出力する認識結果出力部と、を有し、
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　前記機器操作命令部が、前記認識結果出力部によって出力された前記形状認識部による
認識結果及び前記向き認識部による認識結果に基づいて、前記経路案内装置又は前記機器
への制御命令を出力することを特徴とする携帯端末。
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